
２０２６年上半期（１月～６月度）チェーンストア販売概況について 

 
２０２６年７月２２日 
日本チェーンストア協会 

 
 

 日本チェーンストア協会の会員企業４５社、９,６９２店舗における 
２０２６年１月から６月までの上半期の販売動向は、 

（総販売額）   ６兆３,１８８億円余 
（対前年同期比） 店舗調整前   １００.５% 

 店舗調整後 １００.７% 
となった。 

 
２０２６年上半期の売上は、食料品は、節約志向による買上点数の減少が続く中、

昨年の農産品の相場高や米騒動の反動はあったものの、店頭価格の上昇により売上を

伸ばした。１月～２月は、衣料品の動きが鈍かったが、住関品はまずまずの動きだっ

た。３月は、衣料品は昨年に伸長した春物商品の反動などもあり苦戦したが、住関品

はまずまずの動きだった。４月は、衣料品の動きは鈍かったが、住関品は中東情勢の

影響によりナフサ関連商品の動きが良かった。５月は、気温が上昇したことにより、

衣料品、住関品ともに一部の季節商品で動きが活発となった。６月は、一転して台風

や天候不順などの影響により季節商品の販売では苦戦したものの、上半期における総

販売額の前年同期比（店舗調整後）はプラスとなった。 
 
【参考】上半期（１月～６月度）の販売動向 

 
総販売額(百万円) 

前年同期比(％) 会員 

企業数 店舗調整前 店舗調整後 

平成２９年上半期 ６,３０８,９５１   ９８.４   ９８.５ ５６ 

平成３０年上半期 ６,３１４,８１２ １００.１ ９９.７ ５６ 

２０１９年上半期 ６,２１１,４３１   ９８.４ ９８.７ ５６ 

２０２０年上半期 ６,１６１,５１８   ９９.２ １００.４ ５６ 

２０２１年上半期 ６,４２４,３７７  １０４.３ １０１.９ ５６ 

２０２２年上半期 ６,４６２,８５７  １００.６ １０２.３ ５６ 

２０２３年上半期 ６,５５１,４９４  １０１.４ １０１.４ ５４ 

２０２４年上半期 ６,４９６,５７１   ９９.２ １０３.８ ４７ 

２０２５年上半期 ６,２８５,１６１   ９６.７ １０２.５ ４６ 

２０２６年上半期 ６,３１８,８６２  １００.５ １００.７ ４５ 



 


